環境関連施策の進捗
１-1エネルギーを賢く使う街
	項目
	事業名
	担当課
	実績
	今後の予定
	課題等

	見える化
	カーボンオフセット事業（スマートメーター普及）の展開
	環境政策課
	協賛家庭が節電等で削減したCO2量を、柏レイソルが試合の照明から排出するCO2量や協賛企業が事業活動で排出するCO２量でオフセットする取組を実施。


	終了
	

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	年間CO2削減量（ｔ-CO2／年）
	97.0
	102.2
	75.8
	事業終了
	
	

	
	
	
	総参加世帯
	601
	546
	486
	事業終了
	
	

	
	環境家計簿の利用促進（かしわエコサイト）
	環境政策課
	平成28年度に廃止するまでに100名程度の登録があった。
	終了
	

	
	かしわエコピープル大賞の設置
	環境政策課
	日常生活の中で、環境に優しい取組をしている市民をかしわ環境フェスタで表彰。
25年度，26年度に実施。
	終了
	

	
	モデル地区での街区間電力融通（スマートグリッド）
	環境政策課
	環境未来都市事業として実施。平成28年度までで終了。
	継続
	

	省エネルギー
	公共施設省CO2指針の改訂
	環境政策課
	平成26年４月に柏市公共施設等低炭素化指針を策定し，継続的に運用している。


	継続
	

	
	柏市建築物環境配慮制度（CASBEE柏）の活用
	建築指導課
	CASBEE柏　届出１０件以上目標とし実施。

現在までに９つの建築物について，最高位のSランクとして認定。

項目

H26

H27

H28

H29

CASBEE柏　届出件数
25件

18件

20件

15件


	継続
	

	
	LED化の促進
	地域支援課
	防犯灯のLED化を実施。
	継続
	LED防犯灯普及率１００％を目標に防犯灯のＬＥＤ化を進める。

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	LED防犯灯普及率
	37％
	53％
	99％
	99％
	
	

	
	
	商工振興課
	商店会所有共同施設（街路灯，アーチ等）のLED化に要する費用の一部を補助する事業を実施。
	継続
	商店会所有の街路灯であるため，LED化を促進させるには商店会を促す必要がある。

また，商店会の自己負担が生じるため，商店会の財力強化も必要不可欠となる。

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	街路灯のLED化普及率
	-
	63.1％
	74.9%
	80.0%
	
	

	
	
	公園管理課
	H26,27は未実施。
H28は、市内公園の公園灯1210灯をリースによりLED化。（目標：1203灯　達成）
H29は、H28に引き続きリース契約を継続。
	継続
新規公園もLED照明とする。
	市内600以上の公園があるため，公園灯の状態把握が難しい。

	
	
	道路管理課
	H26は未実施。
H27に街路灯（約４０００基）をＬＥＤ照明に交換する切替工事を実施。
H28,29に市内街路灯をリース方式による管理を実施。
	継続
	

	
	
	交通施設課
	駐輪場照明設備のLED化を推進。
	継続
	照明設備には，市管理と民間等管理があり，市管理は計画的にLED化しているが，民間分は経済比較次第となっている。

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	LED照明導入台数
	-
	14台
	39台
	22台
	
	

	
	
	環境政策課
	公共施設等における照明のLED化を推進。
庁舎，保育園，消防局，福祉センターなどでLED照明への切り替えを実施。

※上記他課事業との重複あり。
	継続
	

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	導入LED本数
	125本
	29,256本
	6,324本
	0
	
	

	
	
	
	年間省エネルギー量（kWh／年）
	13,482
	4,910,670
	981,079
	0
	
	

	
	
	
	年間CO2削減見込み量(t-CO2)
	6.7
	2,386.6
	476.8
	0
	
	

	
	
	他各関係課
	市内小中学校のトイレ改修の際に，人感センサー，ＬＥＤ照明及び節水型便器等省エネ機器を導入。（学校施設課）
小学校 11校　中学校 7校　導入（H28）
	継続
	

	
	省エネの啓発と相談体制の整備
	環境政策課
	環境フェスタ，エコサイトで継続的に啓発を実施している。
	継続
	

	
	消費生活相談事業の推進
	消費生活センター
	省エネ改修に伴うトラブルなど、消費者に対する相談事業の推進。

省エネ設備に関係する相談は，太陽光パネル設置の勧誘に関するものが多く，省エネ改修に伴うトラブルに関するものはほとんどなかった。
	継続
	消費生活相談員の高齢化等により相談体制を確保することが困難となっている。

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	相談総数
	3,381件
	3,442件
	3,270件
	3,304件
	
	

	
	省エネ家電の普及
	環境政策課
	H28にクールチョイス事業にて啓発を実施。


	継続
	

	
	
	商工振興課
	庁内各部署から啓発チラシ等の配架依頼があった際には，柏商工会議所や柏市沼南商工会等の市内経済団体（事業者）に対し，随時行っている。
	継続
	

	創エネルギー
	太陽光発電等導入の普及啓発
	環境政策課
	柏市エコハウス促進総合補助金にて実施。
	継続
	

	
	公共未利用地等の提供
	学校施設課
	H26は、風早南部小学校跡地（10,600㎡）を環境政策課へ所管替えし，環境政策課において太陽光発電事業者に貸出を行っている。

H27～29は、学校跡地は生じず,学校屋上は施設の老朽化が進み,補修工事等の必要があるため実施していない。


	継続
	学校の屋上を事業者へ貸出をした場合,補修工事等が必要になった際の支障になる。

	
	
	環境政策課
	H26に旧風早南部小跡地に高柳ソーラー発電所（発電容量500ｋW）を設置。

	継続
	

	
	公共施設への積極導入
	環境政策課
	公共施設に設置した太陽光発電設備。
	継続
	

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	施設数
	12箇所
	14箇所
	15箇所
	１箇所
	
	

	
	
	
	発電容量
	192.64kw
	230.64kw
	240.72kw
	100kw
	
	

	k
	
	
	増設施設名称
	柏中学校
西部消防署たなか分署
	高柳近隣センター
旭町近隣センター
	手賀近隣センター
	柏の葉中学校
	
	

	
	太陽光発電以外の創エネ導入検討
	環境政策課
	沼南庁舎にコジェネレーション導入予定，水素に関する情報収集に参加。
	継続
	

	総合的支援
	補助制度「柏市エコハウス促進総合補助金」
	環境政策課
	柏市エコハウス促進総合補助金交付実績（件数）　H29では、464件の目標に対し524件で目標達成。
	継続
	

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	エコ窓改修
	56件
	82件
	69件
	70件
	
	

	
	
	
	太陽光発電設備
	6件
	40件
	270件
	190件
	
	

	
	
	
	HEMS
	6件
	11件
	35件
	25件
	
	

	
	
	
	家庭用燃料電池
	36件
	93件
	100件
	110件
	
	

	
	
	
	蓄電池システム
	1件
	12件
	43件
	76件
	
	

	
	
	
	電気自動車充給電設備
	0
	5件
	2件
	廃止
	
	

	
	
	
	太陽熱利用システム
	-
	-
	5件
	0件
	
	

	
	
	
	補助支出額
	8,404千円
	21,774千円
	37,315千円
	35,023千円
	
	


１-２緑と自然を活かす街
	項目
	事業名
	担当課
	実績
	今後の予定
	課題等

	緑の保全と整備
	森林・緑地の保全と整備
	公園緑政課
	緑地の保全のため、緑の保護地区及び特別緑地保全地区を指定を進めている。
	継続
	相続により緑の保護地区等が解除され開発等により緑地面積が減少する

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	緑の保護地区
	68.8ha
	67.3ha
	67.4ha
	63.7ha
	
	

	
	
	
	特別緑地保全地区
	2.4ha
	2.4ha
	3.2ha
	3.2ha
	
	

	
	協働による里山保全活動
	公園緑政課
	H26~28は「里山ボランティア講座」を毎年1回開催。
H29は「里山入門講座」を1回開催。
	継続
	若年層の受講生を確保するとともに里山活動への橋渡し

	
	カシニワ制度への参加・協力
	公園緑政課
	市民団体等がオープンスペース並びにオープンガーデンを手入れしながら主体的に利用する「カシニワ」の支援を促進。
	継続
	カシニワ制度の周知と登録件数をいかに増加させていくか

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	カシニワ登録件数
	245件
	232件
	228件
	189件
	
	

	
	水質保全・生態系ネットワークの強化
	環境政策課
	「柏市生きもの多様性プラン」をもとに、手賀沼流域の水質調査や水生生物調査を実施。また、手賀沼水質浄化の促進・啓発のため、市民を対象にイベントを開催。名戸ヶ谷ビオトープにおいて，市民や地域の小学生を対象に，自然観察会や近隣学校での総合学習を実施。
	継続
	

	
	生きもの多様性重要地区の保全と再生
	環境政策課
	柏市生きもの多様性プランで定める生きもの多様性重要地区候補地のカルテ作成及び更新を実施。
保全対象谷津にある谷津田の土地所有者と保全協定を締結し，谷津田の保全を実施。
増尾の森の湿地環境を維持し，ホタルの生息・生育環境を整備するために，井戸の設置工事を実施。
	継続
	

	農地の保全と活用
	農地の担い手づくりと産業力の強化
	農政課
	人・農地プランに沿って，今後の各地域の中心となる担い手を選定。

項目

H26

H27

H28

H29

人・農地プランにおける地域の中心となる経営体数
129

131

135

136


	継続
	・中心経営体に対するサポート体制の充実

・新規就農の育成に協力できる里親農家の増加

	
	体験農園
	農政課
	体験農園マップを作成して市民向けに周知。

項目

H26

H27

H28

H29

体験農園開設状況

11箇所

13箇所

12箇所

15箇所


	継続
	

	
	エコファーマー制度
	農政課
	化学肥料・化学合成農薬の使用低減に一体的に取り組む農業者の計画(5年間)について、県知事が認定。

市は制度周知を実施。

項目

H26

H27

H28

H29

エコファーマー認定者数
37名

41名

41名

38名


	継続
	

	
	炭素機能を使った農作物のブランド化
	農政課
	未実施⇒廃棄物処理の問題から実施できず。
	終了
	

	
	
	環境政策課
	
	
	

	ヒートアイランド対策
	緑のカーテン普及促進
	環境政策課
	毎年、市有施設にゴーヤの苗を配布し、緑のカーテンを設置しています。
また、家庭における緑のカーテン設置促進のため、市民ボランティア団体柏市ストップ温暖化サポーターと協力し、市民に対し緑のカーテン育て方講習会及び相談会を毎年開催。参加者には、ゴーヤの苗を配布。
項目

H26

H27

H28

H29

講習会/相談会参加者数

120名

61名

91名

107名


	継続
	

	
	猛暑に備えた壁面緑化・打ち水　等
	環境政策課
	希望のあった部署にゴーヤの苗を配布し，緑のカーテンを実施。


	継続
	

	
	
	公園緑政課
	開発行為等に伴って提出される「緑化計画」に対し、指導を実施。
	継続
	都市緑地法改正に伴う都市部の緑化地域の指定等の検討

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	緑化計画書提出に伴う指導件数
	69件
	65件
	71件
	69件
	
	

	ごみの少ない街
	３R活動促進，生ゴミ処理容器補助　等
	廃棄物政策課
	3R活動を促進させるため、下記の取組を実施。
	継続
	3R啓発活動を委託しているリボン館運営委員の高齢化

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	フリーマーケット開催数
	5回
	3回
	2回
	2回
	
	

	
	
	
	リサイクル家具販売数
	33点
	40点
	49点
	51点
	
	

	
	
	
	リサイクル自転車販売数
	120点
	120点
	111点
	事業休止
	
	

	
	
	
	生ごみ処理容器等購入費補助金交付数
	86世帯
553千円
	84世帯
449千円
	71世帯
503千円
	76世帯
579千円
	
	


１-３健康で生きがいのある街
	項目
	事業名
	担当課
	実績
	今後の予定
	課題等

	社会活動・社会参加
	市民（高齢者等）のお出かけ促進
	保健福祉部
	自宅でいるよりも多人数が集まり、過ごす方が健康面や省エネ面において効果的なため、高齢者等の居場所を確保。
	継続
	サロン等の居場所として活用する場所の確保

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	高齢者等の居場所の数
	170箇所
	178箇所
	209箇所
	209箇所
	
	

	
	
	保健所
	H29よりウォーキングパスポートは自由に取得できるよう，保健所，本庁舎，沼南支所及び近隣センター等に設置
	継続
（地域ウォーキング講座、ウォーキングパスポート）
	歩くことへの習慣が少ない２０代から５０代へのアプローチが課題となっている。

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	手賀沼ふれあいウォーク参加者
	348人
	531人
	106人
	122人
	
	

	
	
	
	地域ウォーキング講座参加者
	235人
	251人
	399人
	151人
	
	

	
	
	
	ウォーキングパスポート交付数
	590部
	267部
	123部
	自由取得に変更
	
	

	
	
	環境政策課
	地域を歩いて回るフットパスイベントを年1～2回開催し、20～30名の市民が参加。

H26,27かしわ環境ステーションが実施

H28より環境政策課が実施

項目

H26

H27

H28

H29

フットパスイベント参加者数

20人
26人
39人
49人

	継続
	

	
	
	協働推進課
	地域社会の活性化を目的に市民活動参加を促進するため，市民活動の見本市として市民活動フェスタを開催。


	継続
	新規市民活動の担い手発掘

	出かけるための魅力づくり
	自然環境・古寺名刹・文化財などをつなげる
	環境政策課
	フットパスイベントの開催。
	継続
	

	
	
	関係各課
	
	
	

	
	駅周辺等のイメージアップ
	環境政策課
	未実施
	要検討
	

	
	
	都市部
	平成27年8月に策定した「柏市低炭素まちづくり計画」の中に，旅行時間の短縮化を目的とした，都市計画道路（駅周辺等の拠点へアクセスするものも含む。）の未整備区間における，優先順位を確立した上での整備について盛込みました。
平成30年4月に「柏市都市計画マスタープラン」を改訂し，その中に，駅までのアクセス性向上の役割も担う都市計画道路の「柏市都市計画道路整備プログラム」に基づく効果的かつ効率的な整備の推進について盛込みました。


	道路整備事業については他部署により実施
	

	環境に優しく，健康的な移動手段
	公共交通の利用促進
	交通政策課
	H26　JRに対し平成２０年から要望を続けてきた常磐線快速列車等の東京駅乗り入れが実現した。

H28　柏市地域公共交通網形成計画の策定に着手。

H29　柏市地域公共交通網形成計画の策定を進める。

　　　JRに対し平成２７年から要望していた上野東京ライン増発が実現した。

項目
H26
H27
H28
H29
かしわ乗合ジャンボタクシー

41,543人

41,335人

42,891人

41,135人

予約型相乗りタクシーカシワニクル

3,601人

4,513人

6,370人

8,766人

バス路線図マップの市内配布

18,000部

20,000部

21,500部

20,000部


	継続
	公共交通利用促進に向け，パンフレット配布のみならず，バス乗り方教室の開催など，直接的なPRや啓発活動を行っていく必要がある。

	
	マルチ交通シェアリングの導入
	交通政策課
	H26　環境未来都市計画の取組みの一環として，NPO法人柏の葉ITコンソーシアム（KACITEC）が主体となりH23より実証実験を実施した。

H27　運営の効率化や安定化を目的として，H28年3月より運営者の変更を実施。導入車種の見直しやワンウエイ方式からラウンドトリップ方式へ転換するなどして，運営コストの圧縮を実施。

H28･H29　H28年3月以降，民間事業者による運営を継続。
	市の事業としては終了。
民間事業者による運営として継続。
	

	
	自転車利用の促進と利用環境整備
	交通政策課
	柏市自転車総合計画に位置付けた整備計画対象路線の中から，先行整備する３つのモデル路線の仕様部分（構造等）を検討した上で，整備を進めていく。

H26･H27　柏市自転車総合計画を策定（H27.4公表）

H29　計画に位置付けたモデル路線（1.40km）における自転車通行環境整備を実施


	継続
	

	
	
	交通施設課
	レンタサイクル利用件数
	継続
	複数の人が利用できるシステムを構築し，通勤通学以外の様々な目的対応した移動手段の提供を行う。

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	１か月利用
	488件
	390件
	417件
	371件
	
	

	
	
	
	１日利用
	9,490件
	9,229件
	9,856件
	9,622件
	
	

	
	街中の動線整備による回遊，賑わいの向上
	商工振興課
	柏駅周辺の活性化事業として，子どもの就労体験イベント「柏街ごとキッザニア｣を3年に1度開催しており、近年では平成28年に開催し，街中の賑わい向上に寄与した。※参加者数：９６６名


	継続
	

	
	
	都市計画課
	平成27年8月に策定した「柏市低炭素まちづくり計画」の中に，歩行空間のユニバーサルデザイン化等による移動円滑化の推進について盛り込みました。
平成30年４月に「柏市都市計画マスタープラン」を改訂し，その中に，「柏市バリアフリー基本構想」で定める重点整備地区における歩道の段差解消等の移動円滑化の推進について盛り込みました。
	バリアフリー化工事は他部署により実施
	

	
	
	中心市街地整備課
	柏駅前における道路用地の買収
	継続

	・土地の価格が高い地域なので，補助金等の確保が必須である。

・事業効果の高い場所から優先的に買収していく

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	買収面積（㎡）
	30.76
	500.78
	215.02
	12.93
	
	

	
	低公害車の普及促進，エコドライブの推進
	環境政策課
	環境に優しいエコカーとエコドライブを普及拡大させるため，エコカー体験会、エコドライブ講習会を年1～２回実施。
項目

H26

H27

H28

H29

エコカー体験会参加者数

ー
40人
106人
荒天中止


	継続
	


１-４世代を超えて学び合う街
	項目
	事業名
	担当課
	実績
	今後の予定
	課題等

	環境学習講座
	市民ボランティア（ストップ温暖化サポーター）の出張講座
	環境政策課
	「柏市ストップ温暖化サポーター」が、家庭の省エネを中心とした地球温暖化対策に関する出前講座を年1～２回開催
	継続
	

	
	環境学習研究施設（かしわ環境ステーション）
	環境政策課
	かしわ環境ステーションにて市民向けに「持続可能な地域社会創り」等の勉強会や「自然観察会」、「手賀沼船上探鳥会」等を実施
	継続
	

	
	市内大学（麗澤大学等）との交流
	環境政策課
	平成26年度に東京大学の「明るい低炭素社会の実現に向けた都市変革プログラム」の研究に協力。

平成29年度に麗澤大学の学生とクールチョイスの事業案の検討を実施。
	継続
	

	
	柏市環境保全協議会を対象とした環境研修
	環境政策課
	地球温暖化対策の啓発を図るため，環境保全協議会により横断幕を設置。
協議会の総会時に省エネに関することや市内の自然環境に関することの講演会を実施。

H29には会員事業者向けに手賀沼船上見学を実施。
	継続
	

	
	リボン館でのリサイクル講座の開講
	廃棄物政策課
	リボン館でのリサイクル講座の開講。
	継続
	講座講師の担い手不足

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	講座開講
	104回
	100回
	98回
	102回
	
	

	
	
	
	受講人数
	762人
	793人
	763人
	729人
	
	

	環境学習教材
	かしわ街エコ推進協議会による教材開発
	環境政策課
	柏市の温室効果ガス排出量の傾向や家庭で取り組める温暖化対策などを解説した「かしわ街エコ読本」を制作し，施設等で配布。

平成28年度事業終了。
	終了
	

	研究機関との連携
	東京大学との木質バイオマス研究
	公園緑政課
	未実施
	終了
	


１-５エコで活性化する街
	項目
	事業名
	担当課
	実績
	今後の予定
	課題等

	企業の省エネ・創エネ支援
	低金利融資制度の活用
	商工振興課
	金融機関向け説明会の開催及び制度案内冊子を作成し，制度周知を図った。


	継続
	

	
	税制優遇
	資産税課
	「再生可能エネルギー発電設備に係る課税標準の特例措置」により再生可能エネルギー発電設備を導入するに当たって、取得した事業者の申請により固定資産税の軽減措置を適用。
	継続
	地方税法で定められた特例のため，特例制度が終了した場合は，市独自で減免を検討する必要がある。

	
	
	
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	
	

	
	
	
	当該特例申請件数
	12件
	38件
	31件
	10件
	
	

	環境ビジネス（関連産業）支援
	環境＆エネルギー関連企業の参入推進
	商工振興課
	先端技術展示会への出展，継続的な誘致活動により，環境＆エネルギー関連企業の企業誘致を図った。
	継続
	

	環境配慮行動
	グリーン購入調達方針に基づく配慮
	環境政策課
	柏市グリーン購入調達方針を改訂・周知。
	継続
	

	
	省エネ家電の普及
	環境政策課
（再掲）
	H28にクールチョイス事業にて啓発を実施。


	継続
	

	
	
	商工振興課
（再掲）
	庁内各部署から啓発チラシ等の配架依頼があった際には，柏商工会議所や柏市沼南商工会等の市内経済団体（事業者）に対し，随時行っている。
	継続
	

	地産地消・地販地消の促進
	食を通じた地域とのつながりと農業の振興
	農政課
	H26　食メッセの開催（農家と飲食店の交流），農家ツアーの開催（市内の飲食店が生産者の畑見学）

H27　生産者食材提案会の開催，農家ツアーの実施（市内飲食店を対象に生産者の畑見学），柏ご地惣プロジェクトの実施（柏産農産物を使った惣菜の販売），柏やさい通信の発行（柏産農産物の情報誌）

H28　柏やさい通信の発行（柏産農産物の情報誌）

H29　農家ツアーの開催（市内の栄養士を対象に生産者の畑見学），柏やさい通信の発行（柏産農産物の情報誌）
	継続
	・成果指標の設定

・地産地消を推進するための流通システムの強化

	補助制度の地元還元
	補助制度「柏市エコハウス促進総合補助金」
	環境政策課
（再掲）
	エコ窓設置に対する補助は市内に本社・本店がある事業者での実施に限る。

太陽光は市内に本社・本店があると1万円上乗せ
	継続
	

	イノベーションのための起業支援
	　
	商工振興課
	市，創業支援事業者の連携により，創業支援事業（セミナーの実施，相談窓口の設置）を実施し，起業支援を図った。
	継続
	

	
	　
	環境政策課
	未実施
	終了
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